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会社説明資料



商号 株式会社大谷工業 OTANI KOGYO CO.,LTD.

本社 〒141-0031 東京都品川区西五反田７丁目２２番１７号

代表者 代表取締役社長 芝﨑安宏

設立 昭和22年6月30日

資本金 6億5,520万円

売上高 2,519百万円（22年3月期第2四半期）

従業員 178名(21年9月30日現在)





・配電・通信線用架線金物、ＣＡＴＶ・防災無線用金物、鋲螺の製造・販売

・送電用・無線用鉄塔、屋外鉄構、架台、フェンスの設計・製造・販売

・スタッドの製造・販売・施工

・溶融亜鉛めっき加工



平成22年3月期第2四半期

決算概要



当第２四半期累計期間におけるわが国の経済は、世界規模の景気後退に底打ち感は
あるものの、依然として設備投資等の企業活動が停滞しており先行き不透明な状況にあ
ります。

当社の主要取引先である電力業界は大口需要の減少、さらに冷夏の影響により今期
の電力需要が落込んでいることから、設備投資抑制を継続しております。通信業界も、光
アクセスサービス加入者数が伸び悩んでおり次世代ネットワーク関連等の設備投資は抑
制傾向にあります。

また、建設業界は世界同時不況の影響が顕著に現れ、建築業界全体の工事量が大幅
に減少しました。

当社はこのような状況下、各事業で拡販に努めましたが当第２四半期累計期間の売上
高は2,519百万円と前年同期比172百万円（△6.4%）の減少となりました。

利益面につきましては、原材料価格が低下傾向にあること、諸経費の節減、採算管理
を徹底し、売上総利益は564百万円と前年同期比（4.2%）の増加、営業利益は158百万
円と前年同期比34百万円（27.7%）の増加、経常利益は166百万円と前年同期比22百万
円（15.4%）の増加となりました。
四半期純利益は111百万円と前年同期比24百万円（27.6%）の増加となりました。

事業分野別の詳細は品目別売上高のページをご参照ください。











平成22年3月期

業績予想





・会社の経営の基本方針
当社は昭和21年の創業以来、豊富な知識・高度な技術で鉄に生命の息吹

を与え「豊かな社会を築きあげる」ことを理念しております。本邦において基
幹インフラ（電力・通信業等）の一翼を担っているとの矜持を忘れず、固有
の技術と最新テクノロジーの融和をはかり「安心・安全・高品質」な製品をお
届けする「社会に継続していく意義のある企業」として貢献し続けたいと念
願しております。

・目標とする経営指標
当社は、毎期、安定的な利益を継続的に確保するとともに、株主利益の重
視と経営の効率化の視点から、ROA（総資本利益率）並びにROE（株主資

本利益率）の向上に努力してまいります。

・中長期的な会社の経営戦略
既存の架線金物・鉄塔に次ぐ製品を開発し、架線金物業界において専門性・
独自性を発揮するリーディングカンパニーを目指します。







総務チーム

TEL : (03) 3494-3731

E-mail: somu@otanikogyo.com


